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昭和 35 年九州大学医学部細菌

学教室に大学院生として入り研究

生活が始まった．当時の戸田忠雄

教授は，西日本で初めて電子顕微

鏡を導入された方で，私が入局し

た時も，昭和 25 年に導入された

1 号機が電顕室の奥に残されてい

た．当時はまだ応用技術が少なく，

金属蒸着による影付け法とガラス

ナイフでの超薄切片法が主体であったが，光学顕微鏡では

点のようにしか見えない細菌が画面上に数センチ大に拡大で

きる電子顕微鏡の威力は目を見張るものであった．その後電

子顕微鏡性能も向上し，応用技術もネガティブ染色法，凍結

破断法，凍結固定法等の新しい技術が開発されていった．観

察装置も透過電顕以外に，走査型電子顕微鏡さらには走査プ

ローブ顕微鏡など様々な機器も登場してきた，私の 50 年の

研究生活は正に電子顕微鏡の進歩発展に支えられた時代で

あった．

形を見ることは生物学では極め重要で，顕微鏡が肉眼では

見えない物を拡大し可視化してくれた事が生物学を大きく発

展させた事は歴史的に明らかである．その重要性は今でも変

わらない．光学顕微鏡は既に 400 年程の時代を経ているが未

だに研究機器として重要な地位を占めている．その解像力に

は限界はあるものの，観察方法の進歩改善はめざましく，そ

れに伴い観察機器の改良が行われ，より使いやすい装置と

なってきている．電顕とはちがい生きた状態をそのまま観察

できることも，その魅力であろう．また電顕と較べ機器が小

型で使用が容易で，機器の価格の違いも大きい．電子顕微鏡

がこれらも広く使われていく一つの要件として，使用の容易

さ，手軽さがあることは光学顕微鏡の歴史で学べるだろう．

近頃の走査電顕の改良はその希望を感じさせる．

50 年の研究生活を振り返り，又光学顕微鏡の性能の向上

と勘案し思うことは，未だ電顕で見たいことがあるというこ

とである．

我々が知りたいのは生物の持つ生命活動の機構である．こ

れまでも細胞膜・細胞壁の構造，細胞運動の分子構造などの

電子顕微鏡での観察は，多くの答えを与えてくれた．しかし

我々は未だ膜を通過しているタンパクの動く映像を見たこと

はない，細菌の分裂の様子の詳細を径時的に見たこともない．

細菌毒素による細胞の変性の動的変化も見てみたい．原子間

力顕微鏡はこの様な観察に希望を持たせてくれたがまだ満足

する結果ではない．

研究機器はより多くの人達に手軽に利用されてこそ価値の

ある機器となる．一部の人達の限られた利用は，限られて

成果しか期待できない．レーウェンフックは自ら作った高

性能のレンズで多くの微生物を発見したが，彼はその観察方

法やレンズの作製法を公開しなかったため，彼の死後その装

置を使って研究を発展させることがなく，そのため微生物発

見という重大な研究成果は 200 年近く埋もれたままになって

いた．

電顕学会の初期に，生物学者が多くの議論を戦わしたのは

技術改良に関することで，より正確な像が得られたのか，アー

ティファクトは無いのか，といった議論であった．今や電顕

ではこの様な時期は過ぎているだろう．研究機器は広く一般

に使われ始めれば，すでに特殊な機器ではなくなる，そのた

めに学会に入る必要もなくなる．学会員の減少は電顕の歴史

からはその機器の完成度の高さを示しているので嘆くことで

はない．しかし，未だ開発の余地は沢山有り，電顕に精通し

たすぐれた研究者による濃密な議論の場として，会員数減少

など気にせず，次世代に高性能観察機器は何なのか，生物学

で何を見えるようにすべきかなど濃密な議論をする時代では

ないだろうか？　学会の持つ役割は未だ大きい．

電顕と伴に 50 年． 
未だ見たいことがある
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